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Abstract Boundary space is a key space to connect private family life and public life. This paper observes how 
and where students sit in Seiran-kan. It is a very open-design student lounge with glass windows facing Mejiro 
Avenue, which is a main street with a bus stop in front of the building. Students tend to avoid the seats nearest 
the road, and the library side tables are most popular. Students tend to choose seats where there is no one behind 
them, especially when they are working on assignments or writing e-mails. Many students choose seats 
considering the distance from the entrance. More frequent users feel uncomfortable about the location of this 
space, sensing they are being “watched” from the street. However, they feel comfortable with the lighting 
conditions and temperature. Overall, these feelings make them choose seats at tables on the library side. 
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表 1 青蘭館の概要 
 ⻘蘭館（図書館横学⽣滞在棟） 図書館棟 
開館年月 2019（平成 31）年 4 月 2019（平成 31）年 4 月 
   
建設場所 文京区目白台 1 丁目 18 番 14 号 文京区目白台 1 丁目 18 番 14 号 
設計者 妹島和世 妹島和世 
建築面積 177.63 ㎡ 1759.29 ㎡ 
延べ面積 198 ㎡ 6607.48 ㎡ 
階数 地上 1 階 地下 1 階，地上 3 階 
構造 鉄骨造 鉄骨造，RC 造 
開館時間 月〜⼟ 08:00~21:00 
※日曜・祝日はイベント開催時間のみ 
月〜⾦ 08:45~21:00 ⼟ 08:45~18:00 
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外観 内観 境界領域部 





















時折使用（月 1 回から数回程度） 14 
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建物見学 23 12 
イベントへの参加 10 5 
自習 30 22 
ディスカッション等のグループ活動 4 4 
バスを待つ 8 6 
友達とのお喋り 32 24 
食事等をする（図書館利用の途中で） 32 26 
食事等をする（図書館利用の前後で） 28 18 
食事等をする（図書館利用とは関係なく） 19 24 
掲示物を見る 3 1 
自販機やトイレの利用 29 26 
その他 12 0 

































































1 5 5 16 11 11 14 15 13 15 12 16 8 7 9 9 4 4 4 3 2 1 1 185 185 
2 1 4 6 7 7 6 5 9 4 5 3 1 1 2 2 1 1      65 130 
3  1 2 1 1 3 2 3  1 1            15 45 
4      1 1     1 1 1 1        6 24 
5        2 2              4 20 
計１ 6 10 24 19 19 24 23 25 19 20 10 9 8 12 12 5 5 4 3 2 1 1 275  
計２ 7 16 34 28 28 39 35 50 33 25 25 14 13 17 17 6 6 4 3 2 1 1  404 
＊この表は延べ人数を表す。複数の時間帯に渡って利用をした人は，合計して算出されている。 




























入室者数 2 12 23 7 4 14 12 18 8 11 7 7 6 6 4 5 1 2 1 1   151 
退室者数 3 5 13 3 3 7 13 32 8 5 18 6 0 5 16 1 4 2 2    146 
着座せず     5 5 19 8   2            39  
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表６ グループサイズ別滞在時間  
１ ２ ３ ４ ５ 合計 
人
数 
15 分未満 28 2 1 0 0 31 35 
15 分以上 60 分未満 36 10 3 1 0 50 69 
60 分以上 9 7 1 1 2 20 40 
 
   
 一人利用者（2019.10.02） 一人利用者（2019.11.05） 
   
 二人利用者（2019.10.02） 二人利用者（2019.11.05） 
図２ 利用人数規模別座席利用時間 
 
   






















:0-15    :16-90    :91-























合計利用人数     -5      6-10     11-
※座席別占有率5位(値の高い順）
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合わせである。またこれは 104 名のうち 48 名が，
部屋の中のどの場所であるかを意識して着座場所を
選択しているとも言える。 




利用者 104 名のうち 38 名が周囲の人の視線を意識
した着座場所選択を行った。 




















































































































































































































































































library zone midle zone road zone
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降は利用者の追い 10 時から 15 時に限定をした
調査とした。 
2019年 07月 03日(水) 13:00～14:00，2019年 07
月 05 日(金) 13:30～15:00，2019 年 07 月 10 日
(水) 13:00～15:00，2019年 07月 16日(火) 15:30
～17:00，2019年 07月 19日(金) 09:30～20:30，
2019年 08月 26日(月) 09:30～20:30，2019年 08
月 28 日(水) 13:00～15:00，2019 年 08 月 29 日
(木) 13:00～15:00，2019年 09月 24日(火) 10:00
～15:00，2019年 09月 25日(水) 10:00～15:00，
2019年 10月 02日(水) 10:00～15:00，2019年 11
月 05 日(火) 10:00～15:00，2019 年 11 月 06 日
(水) 10:00～15:00，2019年 11月 22日(金) 10:00
～15:00 
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